
▣ 次回 7月 1日号では、気候変動による産業・経済活動と市民生活への影響についてご紹介します

SDGs出典・イラスト：農林水産省、環境省、気候変動適応情報プラットフォーム、千葉県
※1：粒の形状を示す数値などの基準が一定値を超えるお米。令和5年の全国の一等米比率（速報値）は60.9％で、過去最低を記録しました　
※2：詳細はホームページ（右記）をご覧ください　※3：2020年農林業センサス報告書より　※4：令和４年市町村別農業産出額（推計）より

　気候変動の進行に伴う、平均気温の上昇や、台風など災害の激甚化
により、全国で農作物の品質低下などの被害が確認されています。
　今回は、農業分野にあらわれている気候変動の影響と、適応・緩和
策を紹介します。

問 気候変動対策室（生活環境課）☎ 484-6716
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　佐倉市内の農家数は 998（※ 3）、産出額は 50 億 5
千万円（※ 4）、耕地面積は市域のおよそ４分の１を占め、
農業は佐倉市における重要な産業です。
　農業生産の基盤に影響を与える気候変動への対策は、農
業の未来を考える上で重要な課題です。緩和と適応に継続
的に取り組むことで、気候変動による影響を軽減し、持続
可能な農業を実現しましょう。

▣ 病害虫による影響が深刻化
　気温上昇により、病害虫の分布の北上・拡大、発生量の増加、越冬な
どが報告されています。 
　とうもろこし、イネ、野菜類などへの深刻な食害で知られるツマジロ
クサヨトウが 2019 年に国内で初めて発見され、佐倉市でも発生してい
ます。 今後も病害虫への対策が必要です。

▣ 農作物の品質の低下
　農作物が生育する期間に高温が続
くことで、着色不良や果実の日焼け
など、品質低下が確認されています。
　特にコメの収穫量は、このまま温
暖化が進むことで一時的に増加しま
すが、その後減少に転じると予測さ
れており、記録的猛暑などにより、
全国の一等米（※ 1）比率が低下す
るなど、大きな影響を受けています。

適応

影響 気候変動と密接に関連する農業

気候変動に強い農業の仕組みづくり

緩和 農業が気候変動に与える影響

◉ 新たな品種の導入
　高温に強い「高温耐性品種」の導入や、収穫量は維持した
まま背を低くすることで、風の影響を受けにくくした稲など、
新しい品種の開発による適応策が取られています。

◉ バイオ炭の活用
　バイオ炭とは、生物由来の有機物（バイオマス）を炭化さ
せたものです。原料には、木や竹・も
み殻などがあり、これらを加熱して炭
化（CO2 を固定化）し、腐敗・分解
時などに発生してしまう二酸化炭素
を、新たに発生しないようにしたもの
がバイオ炭です。
　バイオ炭の使用により、農地の土壌
改良につながるほか、CO2 排出量が
削減でき、気候変動の「緩和」につな
がります。また J クレジット制度（※
2）を活用し、国の認証を受けた CO2

削減量を売却することができます。▲強い勢力の台風などにより、収
穫前の稲が倒れることでも、品質
低下につながる

▲佐倉市で作られたバ
イオ炭


